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Puritan-Bennett 7200aと呼吸仕事量

Puritan-Bennett 7200aは10年の開発期間を費

やして登場したマイクロプロセッサー制御による第

3世代人工呼吸器である。 10年の開発期間中、約

5年は自発呼吸下の病的肺を simulateするモデル肺

の作成に費やされ、換気力学面からの呼吸器の性能

については詳細に検討されている。 7200a開発の主

眼点は①呼吸仕事量の軽減、②マイクロプロセッサ

ーによるモニタリン グ、自己診断、人工呼吸様式の

制御、③プログラミングの変更による新しい呼吸補

助様式への対応性、@外部機器との通信による、診

断、治療のエキスパートシステムへの拡張性、にあ

る。乙のように CPUICよる総合的制御を可能にした

のは吸気弁 (Proportionalsolenoid valve)、呼気弁、

1 -180 Llminの流速を測定できる流量計等の精度の

高いハードウエアの充実にある。

モデル肺を用いて他の人工呼吸器と比較した結果

では、 CPAP時の気道内圧制御において 7200aは圧

倒的lζ安定 した制御を示した乙の気道内圧制御の

正確性は特にプレッシャーサポート換気 (PSV)の

際iζ威力を発揮する。 7200aを用いて呼吸不全の患

者で従量式の補助呼吸と PSVを比較すると、負荷さ

れた呼吸仕事量、 Vo，、 Dutycycleの点でPSVが遥

かに優れていた20 SIMVとPSVの呼吸仕事量から見

た比較は 7200aを用いてモデノレ脈で、検討が行われ、

PSVでの synchrony(同調性)の改善による呼吸仕

事量の大幅な軽減が見られた九しかし、 7200aの優

れた制御方式をもってしでも、 PSV自体が持ってい

る限界を越える ζとはできなL、。 PSVによる呼吸仕

事量軽減の限界は吸気トリガーの方法、吸気流速、

呼気認識にある。トリガーの方法として従来からの

気道内圧感知に加えて 7200aはFlow-byと呼ばれる

流量感知方式を登載した。乙れによりトリガー仕事

量は若干低下したが、乙 の方式は SIMVICしか使用

できず、今後PSVとの組合せが望まれる。

7200aは正確かっ安定した気道内圧制御を可能に

し、 PSVを用いた呼吸仕事量軽減に特iζ威力を発揮

した。そして人工呼吸管理の中で呼吸仕事軽減の課

題を不動の物にし、かっその解決lζ向けて大きな一

歩を踏み出した。呼吸不全患者の呼吸仕事量軽減を

最優先課題として開発iζ費やされた10年の苦闘に対

し敬意を表すとともに、今後のより一層の発展lζ期

待する。
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マイクロフロセッサーベンチレーターに

さらに新しい機能が加わりました。

Puritan-Bennett 7200a 

呼吸の仕事量を自在にコントロールします。
マイク口プロセッサー ・ニューマチックスの速

い反応時間 (20msec)とすぐれた回復時間(最大80

-100m sec)に合せてプレッシャーサポート機構を

組み合せることによって， スムーズな吸気が行え

ます。また吸気レベルは感度調節にて-0.5--20

cm H20に調節出来ます。

シンプルな患者回路
72∞aは呼気弁が本体内に組み込まれたため，磨
者回路は二本のサ一クルチユ一ブだけになりまし

た。呼気量を計測しながら一回倹気量を自動補正

する7200aはこの患者回路を 5m， 6mと長くする

ことも可能です。また，この本体組み込み式呼気

弁は従来の7200にも取付可能です。

Respiratory Mechanics 
(オプション)

①静的コンブライアンスと吸気抵抗

①Inspiratory Force 

①Vital Capacityをそれぞれ10秒程度で測定します

データのプリントアウト
(オプション)

ベンチレーターの設定値や患者の換気データな

どを1-120分の聞で指定された時間毎にプリント

アウトします。

The Future Begins …・・・・・・

承認番号 60B給第939号

本体を買い替えることなく，新しい機能を追加できる，プログラムと共に成長

するベンチレーター，ぞれがマイクロプロセッサーベンチレータ-7200です。
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